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んな争
つこ

．
雑
．
十
一
月
の
メ
モ

　
　
　
一
日
鞘
鞭
翻
の

行発　
　
　
　
議
運
動
（
十
目
ま
で
）

　
　
　
　
狛
駿
黙

日〇　
　
　
三
日
　
文
化
の
臼

2月　
　
　
　
全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
選
手

　
　
　
　
権
大
会
（
七
日
ま
で
飯
能

11
　
　
　
　
市
）

）6　
　
　
八
日
立
冬

6ウ〇　
　
　
九
日
全
日
本
六
人
制
バ
レ
ー
ボ

　
　
　
　
ー
ル
総
合
男
子
選
手
権
大

年　
　
　
　
会

痢　
　
　
＋
ロ
蕪
麗
難
舳

和昭　
　
＋
百
全
暴
フ
イ
フ
輩
罐

　
　
　
　
大
会
（
十
三
日
ま
で
朝
霞

　
　
　
　
町
）

）　
．
二
十
一
日
　
秋
の
金
国
火
災
予
防
巡
動

1　
　
　
　
　
（
十
二
月
二
日
ま
で
）

（　
二
士
一
百
勤
労
感
謝
の
日
　
一

　
　
　
　
　
駒
般
会
計
七
百
二
十
三
万
余
円
の
繰
越

昭
和
四
十
年
度
本
村
一
般
会
欝
な
ら
　
四
十
母
麗
巾
に
輿
施
し
た
事
業
は

び
に
園
保
特
別
会
計
湘
南
北
簡
易
水
道
1
、
役
場
庁
舎
趨
設
お
よ
ぴ
移
転

特
別
会
計
決
算
は
、
九
月
三
十
日
開
会
2
、
△
屏
十
周
年
式
典

の
村
議
会
の
翻
定
に
付
す
る
た
め
握
出
3
、
道
路
改
裏
観
薬

い
た
し
ま
し
た
が
、
俣
留
い
た
さ
れ
ま
　
　
ω
御
正
新
田
北
廓
内
回
小
江
川
地
内

し
た
の
で
、
た
だ
ち
に
再
検
討
の
う
え
　
　
の
野
原
丸
山
前
図
下
押
切
地
内
㈱
三
・

き
た
る
べ
き
議
会
に
対
し
で
再
提
出
し
　
太
地
内
瀞
道
舗
装
＠
そ
の
他
小
地
域

て
、
認
定
を
求
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
　
　
改
良
干
カ
所

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
、
教
育
施
設
関
係

自
治
法
に
「
村
長
は
決
算
を
そ
の
議
　
　
ω
南
小
講
堂
塗
装
㈲
中
学
校
々
舎
室

会
の
認
定
に
付
す
る
と
と
も
に
こ
れ
を
　
　
内
照
朗
電
気
施
設
㈲
中
学
校
生
徒
用

公
表
す
る
こ
と
」
に
定
め
ら
れ
て
お
り
　
自
転
車
置
場
新
設

ま
す
の
で
、
こ
こ
に
公
表
い
た
す
次
第
5
、
厚
生
衛
生
関
係

で
す
。
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
圧
罠
い
っ
せ
い
検
診
回
健
康
相
談

一
、
一
般
会
計
決
算
の
総
括
説
朋
　
　
　
　
室
の
設
厭
の
各
種
予
防
注
射
曾
各
福

藻
蔑
事
業

6
、
産
蕪
潔

ω
各
種
病
害
虫
防
除
鰹
業
回
農
業
近

代
化
認
桑
の
奨
励
お
よ
ぴ
近
代
化
資

金
利
子
補
給
㈲
各
農
事
開
発
団
体
等

育成強

化

　4量775，251

52，806，653

　2，161，168

　3，403，770

　7，625，870

　　501，230

15，252，749

　1，353，014

18，365，054

2，613，986

　　483，507

26．1
＼　％

109，342，252

戸舞鱗費　庁鍵鞭

z秀晩竺4＆3％

7
、
工
藩
囲
轟
繋
　
　
　
　
げ
ま
レ
蘇
、
さ
ら
に
撃
的
に
決
算

④
盤
悉
蘭
校
数
育
セ
ン
衣
よ
用
地
貿
額
を
掲
げ
ま
す
と
、
シ
え
の
表
の
と
お

収に

協
力
　
　
　
　
　
　
り
餐
す
。

8
、
村
脊
叢
胆
（
保
安
林
そ
の
勉
）
の
　
◎
村
費
の
負
担
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
円
）

売
却
は
、
計
圃
ま
た
は
買
収
串
し
ヌ

れ
の
つ
ど
村
議
会
の
議
決
を
経
て
、

四
十
年
度
中
売
却
総
面
穫
五
万
八
千

百
四
十
九
平
万
層
（
五
町
八
反
六
畝

十
歩
）
、
こ
の
代
金
二
千
四
百
二
十

四
万
五
千
三
百
十
四
円
を
全
額
収
入

い
た
し
ま
し
た
。

以
上
は
実
施
響
主
要
項
目
を
掲

　昭和40年度一般会計の決算

歳入 ン円　
額

位

百
蛍（

更
出
，

歳　
分区収入額分区

　
　
　
　
費

灘
韓
灘
羅

26，929，051

43，951，000

　　　　28，131

　L317，265

　2，186，4、4，6

　1，829，399

24，641，835

　　　　50，000

　1，000，000

　5，542，298

　　　80L376

　8，300，000

　
　
金
料

　
税
担
数
金

税
付
負
手
出
金
入
金
金
金
入
債

放
舞
難
蓄
入
越
収

｝
村
地
担
用
国
県
財
寄
繰
繰
諸
村

　
　
分
使

歳出合計116，576，80玉歳入合計

農
業
委
員
会
会
長
に

　
　
　
杉
田
武
喜
氏
を
選
任

堀汚奏イ赫見

　　’37。7％

先
般
の
農
業
委
員
会
に
お
い
て
、
△
冒
R

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

柴
益
次
郎
氏
新
任

吉
田
竹
次
郎
氏
の
任
期
満
了
に
伴
な

4
均
載
勘
％
、

　
　
彦
’
0

タ
ρ
　
k
　
7
　
侮
務

議
蹴
娩
，
聡

そ
の
他
四
弘

　
毒
％

　
十
・
7
　
　
均

　
オ
　
　
　
　
ぢ

　
　
璽
、

　
　
名
ド

歳出
109．34Z，2与2閃土木費

13・9％

し
た
。

負担額
　　5・502
　　15，155

　　12，714

　　1，444
　　2，274
　　7，454

　　　904
　　2，227

　単　　位

児童1人当り
生徒1人当り
園児1人当り
一世帯当り
一世帯当り
一農家当り
一・世帯当り

一事業所当り

麦出額
4，73i，38哩

8，850，602

1，5119758
2，161，168

3，403，770

7，625，870

1，353，014

　501，230

L幻碓園費

・ネ土鍬緒

種　　　別

小学校費，
中学校費
幼稚園費

民生費
衛生費
農林水産業費

消防費
商工費

藤

◎
村
民
の
負
担
額

｛
　
　
　
（
単
位
円
）

国
民
健
康
保
険

　
　
特
別
会
計

　
　
　
　
　
円
円
円

止翫脅

　o．5％

消嚇
　　1．2％

歳入
116．5％、801国　　　　土ホ

　　　　　　　　　　　　　13．
　　　　　　騨

　対税　　’支
　　　z37％蓬与％

嘘難説村躍
　　　　　　　　　　　諺掘韮
、払土』；当　　　　　　　　　　　　0．4％

琳産取入

　　21．1％

イ季

’
、
擬
無

教
委
委
員
長
に

塚
田
永
憲
氏

L　軽自勧蓼続
電気ガヌ説

　
各
警
察
署
で
い
ま
ま
で
発
行
し
て
で
照
会
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
届
出
受

き
ま
し
た
各
種
の
遺
失
紛
失
届
出
証
理
年
月
日
、
届
出
内
容
、
そ
の
他
必

朋
書
は
、
そ
の
箏
異
を
確
認
す
る
こ
要
事
項
に
つ
い
て
回
答
い
た
し
ま

聲

貿

　
と
が
園
難
で
あ
り
、
単
な
る

　
届
出
た
こ
と
の
形
式
的
な
証

　
朋
に
す
ぎ
な
い
も
の
も
あ
の

　
い
ろ
い
ろ
の
弊
書
が
予
想
さ

　
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
露
者
釜
薮

　
を
は
ぷ
き
驚
糞
務
の
合
理

　
化
の
面
か
ら
も
法
令
な
ど
の

．
．
規
定
に
よ
っ
て
そ
の
証
朋
が

　
な
け
れ
ば
再
交
付
で
き
な
い

　
特
別
の
も
の
を
除
き
、
発
行

　
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
か
ら
こ
承
知
く
だ
さ
い
。

霧奏届出証明を限定

一世帯当り
負　担　額
　　4，，597

　　8，184
　　1，342

　　2，480

　臼L386

　17，989

額税

5
2
0
0
4

5
8
9
5
7

2
7
9
2
．
7

2
0
8
2
4

R
》
r
D
O
－
轟
一
1

R
）
（
∠
0
フ
‘
0

6
2
2
3
2

　
1

26，929，051

種　　別

村民税
固定資産税
軽自動車税
たばこ消費税
電気ガス税

合　　計

す
。
証
朋
轡
の
発
行
さ
れ
る
も

のー
、
恩
給
証
書

2
、
沖
縄
米
曳
政
府
高
等
弁

　
務
宮
発
行
の
日
本
渡
航

　
証
朋
轡

3
、
内
閣
総
理
大
臣
発
給
の

　
身
分
証
明
雷

4
、
外
国
人
登
録
証
明
轡

5
、
仮
放
舞
許
可
欝

6
、
在
留
特
蜘
許
司
爵

7
、
旅
券

　
　
　
　
　
　
　
、

聯
　
な
お
、
遺
失
紛
失
届
出
に
つ
い
て
8
、
雑
損
控
除
の
対
象
と
な
る
物
件

㎜
調
査
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
関
係
9
、
有
価
証
券
　
（
公
示
催
告
の
場

ロ㎜
警
器
置
遺
失
物
係
（
会
計
）
に
電
話
　
　
　
　
合
）
　
　
（
熊
谷
警
饗
百
）

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
の
整
備
で
あ
り
、
こ
れ
の
運
営
を

　胸

蜷
　悪騒

箱難
輩垂す

　い

高
血
圧
の
人
は

ご
用
心
！

　
　
　
寒
さ
が
大
敵

血
圧
の
高
い
人
に
は
、
要
注
意
の
季

㎜
節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
と
に
動
脈
硬
化
、

ロ

㎜
症
の
か
た
は
十
分
用
心
し
ま
し
ょ
う
。
’
、

ヨ

㎜
逢
．
つ
し
た
か
た
が
た
は
次
の
＋
項
目
を

㎜
守
っ
で
、
寒
い
冬
を
無
事
に
過
ご
し
て

ロ榊
く
だ
さ
い
。

じ

職
　
①
急
に
寒
い
戸
外
へ
出
な
い
こ
と
、

け瓢
健
康
の
た
め
と
い
っ
て
寒
い
の
に
朝
散

ハ㎜
歩
す
る
と
か
、
手
足
の
屈
伸
運
動
を
す

の㎜
る
こ
と
な
ど
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

㎜“
　
②
冷
い
水
で
洗
面
し
た
り
、
洗
髪
す

ハ㎜
る
の
を
や
め
る
こ
と
。
お
湯
を
使
っ
て

ロ

㌔
く
だ
さ
い
。

　
③
脱
衣
場
や
便
所
な
ど
も
で
き
る
だ

が
豆
ち
遅
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
現
在
、

な
ん
と
建
糞
餐
暴
肇
の
み
蓮
藩
く
人
と
同
じ
く
先
、
璽
お
知
ら
せ
い
集
し

改
菅
て
＋
ア
ル
当
り
の
覆
を
増
い
の
生
活
が
で
き
る
豊
獲
餐
た
．

大
す
べ
く
、
希
昆
お
け
る
労
勢
育
蜜
う
と
い
．
暑
の
手
．
　
　
自
衛
隊
員
の

の
節
減
を
は
か
り
、
そ
の
地
区
の
特
産
　
そ
こ
で
糠
造
改
善
事
業
で
行
な
え
る

奮
籍
阪
嚢
大
を
は
か
つ
■
嚢
に
は
つ
ぎ
の
巽
あ
り
・
斎
　
．
父
兄
会
結
成

て
生
産
性
の
向
上
が
で
き
る
よ
う
に
す
し
ま
す
と
、
土
地
基
盤
緊
偏
事
業
と
経
　
．

べ
く
、
農
業
の
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
営
近
代
化
施
設
事
業
と
な
り
ま
す
。

次
第で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
・
土
地
お
よ
び
水
に
関
す
る
整
備
事
に
も
あ
た
る
自
衛
富
の
任
務
に
対
し
、

ご
の
事
業
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
業
（
圃
場
お
よ
び
農
道
の
整
備
、
か
ん
こ
れ
が
精
神
的
う
し
ろ
だ
て
と
な
り
、

画
期
的
な
も
の
と
い
わ
れ
、
全
国
市
町
が
い
排
水
施
設
の
新
設
改
良
）

村
に
対
し
五
割
（
土
地
基
盤
整
備
事
業
2
・
用
地
の
造
成
箏
業
（
農
地
造
成
、
　
父
兄
の
任
務
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
地
造
成
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
称
的
に
進
め
る
た
め
の
大
圃
場
、
集
け
暖
か
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

農
業
構
造
改
善
事
業
と
は
　
団
的
男
藝
手
．
　
　
④
瑳
遜
お
き
る
蔑
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
ま
し
て
は
、
本
村
と
し
て
も
皆
い
め
ん
ど
う
な
た
め
、
う
す
着
で
用
を

　
　
　
　
　
、
・
i
豊
か
な
農
業
経
営
に
i
　
　
鳶
の
量
警
れ
る
適
地
適
産
の
構
た
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
響
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
改
善
事
業
を
、
ゼ
か
に
販
り
扱
う
べ
と
。

嚢
・
・
難
誘
箋
展
の
毫
割
）
と
平
．
鶴
馨
い
国
藻
肇
諜
象
資
⑤
霧
を
し
奮
甕
諄

開き

が
奢
な
り
ま
す
ま
嚢
羅
を
し
て
嚢
嚢
を
三
婆
暴
嚢
馨
あ
り
ま
す
の
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
農
業
収
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
乎
利
と
独
立
を
守
り
、
防
衛
の
も
の
・
と
う
が
ら
L
な
ど
の
刺
激
物
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
任
に
あ
た
り
、
ま
た
公
共
の
秩
序
維
持
で
き
る
だ
け
さ
け
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
い
つ
も
静
か
な
生
活
を
保
つ
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
大
切
。
む
や
み
に
お
こ
っ
た
り
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
務
を
激
励
べ
ん
た
つ
す
る
こ
と
こ
そ
ら
い
ら
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
急
に
走
っ
た
り
、
急
に
起
き
上
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
十
月
三
日
父
兄
会
を
結
醸
い
た
り
す
る
こ
と
は
い
け
ま
せ
ん
。
急
激

3
、
農
藁
機
械
お
よ
び
家
圏
の
導
入
事
た
し
ま
L
だ
。
現
在
本
村
の
在
隊
者
は
な
動
作
は
禁
物
で
す
。

業
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
名
で
す
が
、
今
後
な
お
増
加
の
予

⑥
食
べ
す
ぎ
な
い
。
い
つ
も
腹
八
分

目ぐ

ら
い
に
し
て
お
く
。
．

⑦
良
質
の
た
ん
白
質
を
と
る
こ
と
。

と
り
肉
、
牛
肉
、
豚
の
ヒ
レ
肉
、
大
豆

や
大
豆
製
品
が
よ
い
。

⑧
味
は
う
す
味
に
す
る
。
塩
か
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
團
療
養
所
線
の

前
優
業
委
員
会
会
長
の
松
木
芳
治
氏
、
巌
育
倭
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
杉
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敦
育
委
員
と
な
り
、
昭
和
＝
干
九
年
十
局
へ
鐸
淑
実
施
に
つ
い
て
強
く
要
望
い
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

慣
潟
去
る
九
月
三
十
日
委
員
の
職
を
辞
村
長
ぱ
九
月
三
十
日
村
議
会
の
同
恵
を
　
　
教
育
委
騒
会
で
は
、
九
月
三
十
日
を
月
職
務
代
理
に
選
任
さ
れ
今
日
に
お
よ
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

選
れ
ま
L
だ
の
で
、
そ
の
後
任
と
し
得
て
、
、
十
月
一
冊
大
字
柴
一
五
〇
蕃
地
も
っ
て
任
期
満
了
に
な
っ
た
吉
田
前
婆
ん
で
お
り
ま
す
。
ー

て
杉
田
氏
が
畿
会
よ
り
推
ぜ
ん
さ
れ
て
柴
益
次
郎
氏
を
教
育
婁
員
に
任
命
し
ま
員
畏
の
後
任
と
遵
て
職
務
代
理
の
塚
田

画
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
三
〇
層
、
総
箏
業
費
二
百
万
円
、
う
ち
家
畜
分
飼
養
管
理
施
設
）

本村も、

主
要
幹
線
道
路
の
改
良
工
五
割
の
国
唖
補
助
事
業
と
し
て
舗
装
新
5
、
近
代
的
流
通
加
工
施
設
（
農
産
物

事
お
よ
ぴ
舗
装
新
設
工
事
の
道
路
整
備
設
工
事
が
施
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
の
選
別
出
荷
、
処
理
加
工
、
販
売
改
善

五
力
年
計
画
を
策
定
し
、
道
路
整
備
の
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
施
設
と
な
り
、
各
種
の
必
要
事

い
っ
そ
つ
の
充
実
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
　
　
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
関
係
地
区
の
業
が
桶
互
に
関
浬
し
あ
い
な
が
ら
、
総

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
国
な
ら
び
に
県
当
み
な
ら
ず
村
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
合
的
に
組
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
今
後
と
も
本
鄙
業
継
続
実
施
　
　
以
上
こ
れ
ら
の
蜥
業
は
、
生
産
性
の

幸
い
に
し
て
、
国
な
ら
び
に
県
当
局
に
つ
い
て
、
関
係
当
局
へ
要
望
い
た
し
高
い
近
代
的
な
大
規
模
農
法
を
展
開
す

の
深
い
理
解
に
よ
り
、
大
字
板
井
地
内
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
：
．
・
　
　
る
こ
と
の
で
き
る
農
業
機
械
や
、
農
業
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
■
　
｝

　
賛
助
会
風
　
九
名

　
相
談
員
　
一
茗

江
南
村
の
若
人
へ

活
躍
す
る
な
ら
自
衛
隊
で
す

若い

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
思
い
き
り
住
か

せ
ま
す

自
衛
隊
は
若
人
の
活
躍
の
蝪
所

例
年
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
「
七
つ

の
祝
い
」
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た

来
年
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
お
子
様

の
階
れ
の
祝
い
で
す
。

ど
こ
の
O
家
庭
で
も
、
す
で
に
心
待

ち
し
て
お
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
本

年
も
十
二
月
十
五
日
、
江
爾
中
学
校
体

平
和
を
寄
る
大
き
な
任
務
の
も
と
に
育
館
で
行
な
う
予
定
で
す
。

健
康
な
充
実
し
た
生
活
が
あ
り
ま
す
、
か
ぜ
な
ど
を
ひ
か
な
い
元
気
な
姿
で

使
命
に
生
き
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
　
　
参
狐
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

『

’
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国民健康保険

第41号

葡
月
か
ら
家
族
全
員
に
適
用

皆さん

が
す
で
に
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
の
溢
会
に
お
い
て
条
例
を
一
部
改
正
し
そ
の
四
分
の
三
を
国
の
補
助
金
、
残
り

ど
で
む
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
　
昭
和
四
士
奪
山
月
一
日
か
ら
笑
施
す
の
四
分
の
一
を
皆
さ
ん
の
保
険
税
で
ま

昭
和
四
士
一
一
年
一
月
一
日
か
ら
家
族
生
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
だ
。
　
　
　
か
な
つ
こ
と
に
な
っ
て
お
ゆ
ま
す
。

国
の
七
割
給
付
（
患
者
が
受
診
し
た
と
　
　
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
　
　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
毎
戸

出
が
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、
畜
急
係
，

り
ま
で
串
し
出
て
く
だ
さ
い
。
　
、

届
け
出
に
必
舞
省
の

　
保
険
証
と
印
か
ん
（
社
会
保
険
に

　
加
入
の
場
合
は
、
会
社
の
保
険
証

　
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
ゆ
〉
・
．

届
け
出
を
し
な
い
と
税
金
を
会
村
と

国
肥
健
康
保
険
の
二
重
に
麦
払
う
よ
う

に
な
っ
た
り
、
ま
た
社
会
保
険
を
離
脱

き
三
製
払
つ
）
襲
施
し
脅
段
な
蓬
黎
を
壷
翁
合
ジ
嚢
パ
ン
フ
レ
ッ
差
轄
す
る
楚
手
の
ま
ま
で
窪
蓄
、
急
湧
羨
、

な
ら
な
い
こ
と
に
、
法
葎
で
定
め
ら
れ
で
は
世
帯
主
だ
け
が
三
割
、
ほ
か
の
嫁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
間
に
あ
わ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

ま
す
・
　
　
　
糞
馨
担
菱
払
っ
て
莚
翫
が
あ
つ
た
ら
　
す
．
こ
，
っ
匙
翫
署
ま
髪

「
こ
れ
に
藝
鳶
で
は
、
麗
わ
け
で
す
が
、
亘
県
ら
は
、
家
す
ぐ
傅
出
を
　
す
ぐ
届
舷
痔
だ
さ
い
．

健
康
保
険
加
入
轡
の
福
剃
を
増
進
し
、
　
族
全
鼠
が
三
割
だ
け
を
麦
払
え
ば
よ
い
　
皆
さ
ん
の
家
族
で
、
駁
近
祉
会
保
険
　
な
お
、
国
騰
健
康
保
険
の
こ
と
で
ご

他
の
保
険
の
給
付
率
に
近
づ
け
る
尭
め
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
に
加
入
、
離
脱
し
た
り
ま
た
は
転
入
・
　
不
朋
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
字
の

．
に
も
・
で
き
る
だ
け
阜
く
実
施
し
た
い
　
　
ま
た
、
こ
の
た
め
に
増
加
す
る
国
罠
転
出
な
ど
を
し
た
か
た
は
お
ら
れ
ま
せ
運
営
委
員
か
、
役
場
の
係
り
ま
で
お
申

ー
と
い
轟
駐
も
と
に
、
九
曇
舌
縷
倭
辞
の
驚
に
つ
い
濠
、
ん
か
。
そ
晃
か
餐
ま
藤
臨
く
誓
い
．

　　　　　昭和41年（19◎6）11月20日発行昇〆つ　　1・こFう　な…ん
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　　　保健所代表で
赤ちやんコンクールに出

一’1・吻一ゲy舞

　
　
昭
和
四
十
一
年
度
十
一
月
二
眉
附
大
会
に
出
場
し
、
優
孫
も
な
く
、
ひ
い
て
は
カ
ゼ
も
引
蕎
痂
く
が
、
第
一
圓
の
改
正
が
こ
の
た
び
行
な
．

　
熊
谷
保
健
翫
主
催
に
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
斯
道
奨
励
な
り
、
幼
児
の
発
育
が
そ
こ
な
わ
れ
る
わ
れ
た
わ
け
で
す
。

場
よ
ゑ
　
ち
ゃ
ん
コ
ン
の
礫
か
亀
菱
農
深
こ
亀
こ
と
に
奮
委
．
　
■
‘
照
茜
士
雍
摂
ら
盛
さ
ん

曇
．
皿軍二’

ク
ー
ル
に
、
上
斯
田
す
。
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
だ
い
た
い
の
標
準
は
、

の
柴
田
倫
子
ち
ゃ
ん
　
村
で
も
四
月
か
ら
開
般
い
た
し
ま
し
ー
、
さ
ら
し
ま
た
は
ガ
ー
ゼ
の
肌
着

（
一
年
七
カ
月
）
が
た
健
躍
租
談
蜜
の
乳
児
相
談
も
、
軌
道
2
、
毛
糸
ま
た
は
綿
ネ
ル
の
下
着

優
良
児
に
選
ば
れ
、
　
に
の
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
目
立
つ
こ
3
、
綿
ネ
ル
、
あ
わ
せ

　
　
　
　
．
　
　
　
　
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
4
、
抱
く
時
は
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
，

w・姻『1”師一磁｝鯉幽、

四
肥
曾
轟
誕
“
“
錫
翰
器
腿
腿
”
認
鵠
魍
闘
一
嵐
器
聴
“
鵠
器
暢
服
脆
闘
認
鑓
皿
闘
器
器

　
　
　
1
、
畑
の
面
積
は
実
面
積
の
六
割
に

　
　
　
換
算
す
る
。

螢
旱
月
責
今
舞
島
i
一
畝
で
も
一
万
円
1

　脚
特
に
本
年
は
、
村
議
会
を
は
じ
め
村
収
者
に
対
す
る
給
付
金
の
支
給
に
関
す
．
．

震
薯
醤
箋
に
よ
る
も
の
で
、
競
藩
」
が
麺
奮
、
嚢
譲
、
来
年
の
三
旱
璽
蒼

二
　
、
技
種
目
も
昨
年
よ
り
多
く
と
り
入
れ
、
　
で
農
地
を
買
収
さ
れ
た
旧
地
主
の
み
な
せ
っ
か
く
の
権
利
を
無
に
す
ゐ
こ
と
の

クツ
　
審
判
に
中
学
生
の
応
援
を
受
け
る
な
ど
さ
ん
に
た
い
し
、
報
償
金
が
麦
払
わ
れ
な
い
よ
つ
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
請
求

べ
　
、
き
わ
め
て
盛
大
に
催
す
こ
と
が
で
き
ま
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
ご
承
知
の
と
お
し
て
く
だ
さ
い
。
一
、
畝
以
上
買
収
さ
れ

アな
　
し
た
。
記
録
の
上
か
ら
も
好
暖
繍
を
あ
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
た
は
す
べ
て
麦
給
の
対
象
に
な
り

か
　
げ
、
埼
玉
国
体
近
づ
け
り
の
感
が
十
分
　
　
し
か
し
、
本
村
で
は
当
初
の
推
計
で
ま
す
か
ら
、
も
れ
な
く
手
続
き
を
す
ま

やご
　
発
揮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
百
八
十
件
の
受
け
付
け
が
予
定
さ
れ
て
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
　
　
お
骨
折
り
か
け
た
役
風
、
な
ら
び
に
お
り
ま
し
た
が
、
．
十
一
月
十
日
現
在
で
・
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
手
続
き
を
な
さ

　
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
厚
く
百
十
三
件
の
受
け
付
け
が
さ
れ
て
い
る
れ
る
か
た
の
た
め
に
、
こ
の
法
律
に
つ

1
農
地
報
償
金
の
請
求
を
ー

降年の

四
月
一
日
よ
り
「
農
地
被
買
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
『

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
給
付
金
に
つ
い
て
の
請
求
期
限

大
変
厚
着
を
さ
せ
て
　
　
こ
れ
は
あ
く
ま
で
標
準
で
す
が
、
結

い
る
お
か
あ
さ
ん
が
局
幼
児
の
衣
服
は
、
お
金
を
か
け
て
た

多
い
こ
と
で
す
。
　
　
く
さ
ん
着
せ
る
こ
と
よ
り
も
合
理
的
な

厚轄の

害
は
赤
ち
重
ね
着
が
大
切
で
す
。
で
き
る
だ
け
積
董
刀
と
は
思
い
ま
す
が
、
老
後
の
給
付

や
ん
の
運
動
を
さ
ま
極
的
に
育
て
る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
、
納
入
を
お
願
い
い

た
げ
、
不
き
け
ん
の
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
し
ま
す
。

原
因
と
な
り
、
食
欲
　
（
写
暮
』
兀
気
に
遊
ぶ
倫
子
ち
ゃ
ん
）
　
　
台
風
被
警
、
あ
る
い
は
長
期
疾
病
な

　
　
．
”
鴨
n
瓢
”
鯛
”
麗
”
。
．
”
髄
”
隠
朋
榊
。
．
．
”
”
雌
腿
”
師
”
”
而
　
　
　
　
　
　
ど
臨
時
麦
出
が
多
い
た
め
に
、
保
険
料

　
　
　
　
　
三
町
以
上
の
分
が
二
千
円
と
す
る
。
　
納
入
が
困
難
と
思
わ
れ
る
か
た
は
、
保

　
　
　
　
▼
ー
こ
の
給
付
金
は
、
国
債
で
支
給
し
険
料
の
申
請
免
除
と
い
う
方
法
も
あ
り

の
受
け
ら
れ
る
年
金
額
が
二
・
筑
倍
ぐ

ら
い
に
引
き
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
保
険
料
が
つ

ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
十
四
才
以
下
　
二
〇
〇
円

　
三
十
五
才
以
上
　
二
五
〇
円

出
費
の
多
い
お
り
か
ら
ま
こ
と
に
む

2
、
農
地
を
買
収
さ
れ
た
が
、
周
時
　
一
万
円
の
支
給
分
に
つ
い
て
の
み
五
年
ま
す
か
ら
役
場
の
厚
生
課
か
・
年
金
委

に
農
地
の
売
り
渡
し
を
受
け
た
場
合
償
還
、
・
そ
の
他
は
＋
年
償
還
無
利
子
と
員
に
相
談
し
で
く
だ
さ
轄

は
、
そ
の
売
り
渡
し
面
積
を
買
収
面
す
る
。

禁ら

蒼
引
い
た
霜
監
収
面
▼
よ
将
金
護
け
歩
2
す
る
か
た
　
税
務
署
だ
よ
り

積
と
す
る
．
　
　
は
、
昭
和
里
年
三
旱
冥
霧
難
の
た
め
験

3
、
反
当
り
単
価
は
、
　
　
　
　
　
で
に
住
所
地
の
市
町
村
長
に
請
求
書
を

一
畝
呈
反
ま
垂
律
一
万
円
番
す
る
・
　
　
　
霧
署
は
肇
の
た
輪
醒
＋
二

一
反
呈
町
選
の
分
が
二
万
円
以
季
が
語
馨
衆
成
そ
の
年
三
審
頃
選
、
熊
舅
籍

霞
上
二
町
ま
で
の
分
が
一
万
円
ほ
か
く
わ
し
い
こ
と
は
係
り
に
峯
田
…
ノ
斎
豊
蕎
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
跡
）
に
移
転
し
て
お
り
ま
す

二
町
以
上
三
町
ま
で
の
分
が
六
千
円
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
駅
前
東
武
バ
ス
、
中
西
循
環
を

国民年金

保
険
料
引
き
上
げ

　
　
年
金
額
も
二
・
五
倍
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
村
会
…

　
サ
ー
ビ
ス
券
を
進
呈
諾
謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醐
江
商
㎜

最
近
の
諸
物
価
の
値
上
が
り
に
は
い
果
的
に
健
い
、
楽
し
い
消
費
生
活
を
す

ち
ぢ
る
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
る
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
会
の
活
用
を
お

で
江
南
村
商
工
会
で
は
、
消
費
薪
の
台
願
い
い
た
し
ま
す
。

所
を
少
し
で
も
豊
か
に
し
、
楽
し
み
を

加
え
、
消
費
者
と
販
売
業
者
と
の
相
互

の
懲
志
の
疎
通
を
図
り
、
そ
の
結
び
つ

き
を
深
め
て
ゆ
く
た
め
に
、
旧
O
ろ
支

援
し
て
い
た
だ
い
た
顯
客
に
対
し
感
謝

の
意
を
も
っ
て
、
江
南
村
商
工
会
サ
ー
法

ビ
ス
会
を
結
成
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
方

　
　
　
　
　
　
　
　
待

こ
の
加
盟
店
で
は
、
村
内
商
店
で
買
　
優

物をし

て
い
た
だ
く
た
め
に
十
二
月
よ
　
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
会

り
毎
月
三
の
つ
く
臼
、
八
の
つ
く
尉
の
　
ス

六
回
を
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
と
き
め
ま
し
た
　
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
幽

百
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
か
た
に
サ
t
　
サ

ビ
ス
券
を
進
呈
い
た
し
ま
す
か
ら
、
江

南
村
商
工
翁
務
所
で
景
昴
と
霧

え
て
く
だ
さ
い
。
（
特
価
品
、
特
殊
品

宮
営
品
は
除
き
ま
す
。
）

良
い
品
物
を
安
く
買
い
、
そ
れ
を
動

搬鍍糞施蟹金繊布　1
350枚で　毛布
900枚で　温泉地一泊旅行ご招待

雛
宝
げ
る
と
と
も
に
、
A
漢
に
す
奪
ん
．
こ
れ
は
全
体
の
六
＋
い
て
の
脅
墓
蓼
蓑
す
国
麩
金
の
立
役
蕩
畠
還
緩
が
ら
、
馨
者
の
箋
勢
婆
す
・
、

ぞ
．
毒
向
上
の
た
蓉
舅
く
だ
二
苧
セ
ン
ト
で
、
窒
奄
件
の
マ
鑑
改
署
鑑
を
蚕
上
買
年
禽
度
薯
尋
謡
逗
の
り
力
匿
年
金
へ
の
鐸
謀
っ
そ
う
後
県
昌
編
税
者
宅
へ
蕎
℃

さ
い
ま
す
嘉
漢
た
拳
．
か
た
が
た
が
、
ま
藷
奪
ま
喋
奨
か
た
、
ま
た
は
そ
の
麩
本
墓
い
て
潅
の
器
奮
の
馨
た
こ
と
で
、
非
讐
唇
い
函
い
套
蒼
・
是
非
翁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
レ
し
て
給
付
金
を
支
給
す
る
。
　
　
ご
協
力
に
よ
り
村
の
皆
さ
ん
の
む
理
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
語
付
金
の
震
曇
舞
簿
吾
パ
・
セ
ン
ト
適
用
と
い
藤
年
金
は
嚢
菱
し
用
く
だ
糞
（
霧
薯
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

’
ご
利
用
す
れ
ば
便
利
で
す
。

　
◆
振
替
納
税
を
利
用
い
た
し
ま
し
ょ
う

　
申
告
所
得
税
、
法
人
税
が
預
金
口
座

　
か
ら
自
動
的
に
納
付
で
き
る
大
変
便
利
・

地
の
面
積
に
反
当
り
の
単
価
を
乗
じ
て
う
理
想
の
線
に
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
皆
さ
ん
の
老
後
の
保
障
を
、
な
お
い
っ

算
出
し
た
額
と
す
る
餐
こ
の
場
合
　
　
た
。
こ
れ
は
年
金
委
員
の
む
努
力
も
さ
そ
う
健
全
な
も
の
と
し
て
行
く
こ
と
で

購
饗
器
の
欝
粧
！
∵

朝
夕
の
寒
さ
も
ま
し
て
、
暖
房
雛
貝
禽
し
た
消
火
器
を
便
わ
な
い
と
が
え
っ

など

火気を

扱
う
機
会
が
多
く
な
っ
て
て
火
を
強
め
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
・

き
ま
し
た
。
こ
の
季
節
は
、
春
の
乾
燥
と
で
す
か
ら
、
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ

期
ど
と
も
に
侮
隼
火
災
の
多
い
シ
ー
ズ
さ
い
。

ンで

す。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
庭
用
と
し
て
は
、
大
半
が
粉
末
式

十
一
自
二
十
一
田
か
ら
、
秋
の
全
園
で
エ
ア
ソ
4
ル
型
が
多
い
よ
う
で
す
が

火
災
予
防
灘
劇
が
は
じ
ま
り
ま
す
が
、
　
小
型
の
も
の
で
す
と
、
贋
射
距
離
が
短

皆
さ
ん
の
ご
家
鷹
で
も
火
気
の
扱
い
に
く
、
有
動
面
齎
は
せ
い
ぜ
い
一
平
ガ
擁

は
十
分
海
患
し
て
、
火
災
を
起
こ
さ
な
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
金
面
的
に
、

い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
償
頼
す
る
の
は
危
険
で
す
。

ま
た
厳
近
で
は
、
各
嫁
庭
で
も
万
醐
　
消
火
器
は
、
そ
の
限
界
を
心
偲
て
い
’

の
火
災
に
そ
な
几
て
、
小
型
の
消
火
羅
て
、
朱
火
レ
疋
ら
す
ぐ
役
場
か
膿
協
に
・

を
備
え
る
よ
う
に
な
噸
ま
し
た
が
、
適
遮
編
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
臣
の
到
着
時
間
が
お
く
れ
た
た
め

し
ょ
う
。
ま
た
国
肉
年
金
は
、
そ
の
時
に
、
熊
谷
市
に
お
け
る
歓
迎
会
に
出
向

代
に
即
応
し
て
い
ぐ
た
め
五
年
毎
に
旗
す
る
の
で
、
村
内
の
巡
廻
が
で
き
な
く

討じ、

そ
の
時
に
応
じ
た
年
金
額
、
保
な
り
ま
し
た
。

険
料
、
そ
の
他
を
改
正
し
て
い
き
ま
す
　
　
O
了
解
く
だ
さ
い
。

銃
の
取
り
扱
い
は
慎
重
に

ち
よ
っ
と
の
油
断
が

大

量
わ
＝
す

骨

隔

　
，
有
利
な
栗
栽
■
培

　
　
　
　
　
　
　
江
南
村
は
適
地

栗栽

培
は
、
最
近
の
極
端
な
労
力
不
　
　
シ
バ
栗
は
む
く
一
般
に
山
林
に
自
生

足
の
お
り
か
ら
盛
ん
に
増
植
さ
れ
て
お
し
、
し
た
し
み
の
深
い
も
の
で
、
だ
れ

り
ま
す
が
、
適
地
で
あ
る
本
村
と
し
て
に
も
管
易
に
作
れ
る
も
の
で
す
が
、
栽

は
、
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
目
標
を
た
て
て
培
栗
は
古
く
か
ら
改
良
、
発
展
し
て
き

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
た
の
で
、
シ
バ
塞
同
様
の
放
任
栽
培
で

ま
た
、
本
村
で
栗
栽
培
が
と
り
入
れ
は
生
産
は
上
が
り
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ

ら
れ
る
よ
つ
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
」
　
て
ナ
シ
、
モ
モ
の
よ
う
に
管
理
を
し
て

兼
業
農
家
が
農
地
の
保
持
を
目
酌
と
し
も
、
そ
れ
に
比
例
し
て
生
産
量
は
あ
が

て
、
老
八
や
婦
女
子
が
醗
飛
を
担
当
し
ら
な
い
も
の
で
す
。
と
く
に
ド
ウ
ガ
レ

兼
業
所
得
の
増
大
を
は
か
る
か
た
ち
で
　
病
対
策
の
確
立
さ
れ
て
い
な
い
現
在
で

つ
く
ら
れ
る
。
第
二
に
は
、
專
業
農
家
は
、
い
か
に
こ
の
病
気
を
出
さ
な
い
所

で
農
薬
技
術
の
進
歩
や
、
市
場
競
争
に
が
適
地
で
あ
る
か
、
そ
う
し
た
条
件
を

う
ち
か
つ
た
め
に
規
模
の
拡
大
・
集
約
作
り
出
す
の
が
栽
培
者
な
の
で
す
。

化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
場
合
、
労
力
の
　
　
以
上
述
べ
た
よ
う
で
す
と
栗
栽
培
は

不
足
が
深
刻
な
も
の
と
な
る
。
そ
こ
で
む
ず
か
し
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
江

相
対
的
に
手
間
が
か
か
ら
ず
生
産
性
の
南
村
は
県
下
随
一
の
適
地
で
あ
る
と
こ

高
い
栗
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
る
か
ら
、
そ
う
む
ず
か
し
く
は
あ
り
ま

農
莱
経
営
を
有
利
に
展
開
ず
る
た
め
に
せ
ん
。

栗
が
導
入
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
　
　
価
格
も
爽
京
市
場
で
、
三
十
年
に
は

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
当
り
九
十
二
円
、
三
干
五
年
に
は
百

◎
経
営
丙
の
位
置
づ
け
　
　
　
　
　
　
三
十
円
、
三
十
九
年
は
百
九
十
七
円
と

蛍
力
対
策
と
し
て
複
合
経
営
内
に
と
十
年
間
に
約
二
倍
の
値
上
が
り
塗
ぶ
し

り
入
れ
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
経
常
金
体
と
て
お
り
ま
す
。

し
て
圧
産
性
が
高
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
　
現
在
の
単
位
に
よ
る
収
益
は
極
め
て

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
勇
力
の
調
整
大
き
い
も
の
で
す
が
、
当
分
國
内
の
消
．

を
は
か
る
と
周
時
に
、
菓
の
特
性
を
千
費
に
不
足
し
て
お
り
、
さ
ら
に
輸
出
に

分
発
揮
で
き
る
よ
う
な
栽
培
で
な
く
て
好
適
な
果
爽
で
あ
る
め
、
本
村
の
植
・

は
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
栽
面
秘
は
大
き
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
　
’

◎
栗
は
栽
培
果
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
ー

二’

覧
で
’




